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大
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へ
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回
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ヌ
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業
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、弁
当
の
宅
配
を

や
って
み
よ
う
か
な
ど
、経
営
収
支
は
別
に

し
て
創
意
工
夫
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て

み
た
こ
と
が
前
向
な
雰
囲
気
を
生
ん
だ
よ

う
に
感
じ
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、雰
囲
気

だ
け
で
事
業
実
績
が
回
復
す
る
わ
け
で
は

な
く
、行
政
的
な
助
成
や
生
協
連
の
経
営

支
援
に
助
け
ら
れ
た
。
ま
た
、地
域
生
協

か
ら
の
多
大
な
協
力
が
な
け
れ
ば
学
生
へ

の
食
料
支
援
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
。

筆
者
の
研
究
室
の
看
板
は
協
同
組
合
学

で
あ
り
、協
同
組
合
の
問
題
に
関
し
て
は

日
頃
か
ら
考
え
て
い
る
。
75
周
年
記
念
講

演
会
で
触
れ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、協
同
組

合
は
19
世
紀
の
ヨ
ー
ロッ
パ
を
中
心
と
し
た

世
界
的
な
運
動
の
中
で
生
ま
れ
、１
８
９
５

年
に
国
際
協
同
組
合
同
盟（
Ｉ
Ｃ
Ａ
）が
発

足
し
て
、協
同
組
合
の
取
り
組
み
内
容
を

整
理
し
た「
協
同
組
合
原
則
」が
１
９
４
３

年
に
定
め
ら
れ
た
。
世
界
の
協
同
組
合
は

概
ね
そ
の
原
則
・
理
念
に
基
づ
い
て
事
業

北
大
生
協
創
立
75
周
年
記
念
誌
を
手

に
し
た
。
戦
後
の
混
乱
期
に
お
け
る
食
糧

難
へ
の
対
応
と
し
て「
学
ぶ
こ
と
は
食
べ
る

こ
と
」を
目
標
に
、１
９
４
７
年
６
月
に
北

大
協
同
組
合
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
の
歩
み

が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、興
味
深
く
読
ま

せ
て
い
た
だ
い
た
。
特
に
、50
周
年
誌
か
ら

の
25
年
間
の
歩
み
は
、筆
者
が
ち
ょ
う
ど

北
大
を
離
れ
て
い
た
時
期
と
重
な
る
た
め
、

そ
の
間
に
生
じ
た
北
大
生
協
の
変
化
に
注

視
し
た
。
生
協
会
館
店
の
建
て
替
え
、各

店
舗
の
改
装
、北
大
グ
ッ
ズ
の
開
発
な
ど
新

事
業
の
展
開
に
加
え
、環
境
課
題
推
進
委

員
会
の
活
動
、北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の

時
に
お
け
る
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
、さ
ら
に
は

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
生
支
援
な
ど
、そ
の

時
々
に
お
け
る
課
題
に
対
し
て
真
摯
に
対

応
し
て
き
た
姿
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

た
。
し
か
し
他
方
で
、コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
大

見
理
事
長
に
よ
る
記
念
講
演
会
の
講
演

内
容
や
そ
の
後
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
話

題
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、北
大
生
協
に
お

け
る
経
営
問
題
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ

と
が
、事
業
実
績
の
推
移
デ
ー
タ
を
み
る
と

切
迫
感
を
伴
って
伝
わ
って
き
た
。

コ
ロ
ナ
禍
が
大
学
生
協
の
事
業
展
開
に

与
え
た
影
響
が
計
り
知
れ
な
い
の
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
筆
者
の
前
任
地
に
お
け
る

大
学
生
協
で
も
問
題
状
況
は
同
様
で
あ

り
、累
積
赤
字
と
自
己
資
本
を
比
較
し
な

が
ら
の
決
算
に
追
い
込
ま
れ
た
。
た
だ
、経

営
的
に
は
深
刻
で
は
あ
っ
た
が
、な
ぜ
か
悲

壮
感
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
新
入
生
対
応
が
奏
功
し
た
の
か
学
生

委
員
会
に
新
入
生
が
多
数
集
ま
り
、定
時

職
員
を
含
め
た
生
協
職
員
の
ほ
と
ん
ど
が

退
職
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
り
、

学
生
・
教
職
員
・
生
協
職
員
が
で
き
る
だ

け
集
ま
っ
て
話
し
合
い
、で
き
る
こ
と
を
実

践
し
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
食
堂
が
開

展
開
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、そ
の
原
則

は
、理
念
優
先
と
い
う
よ
り
は
経
営
的
に

成
り
立
って
い
る
協
同
組
合
の
実
践
を
ま
と

め
た
も
の
で
あ
り
、そ
の
後
、１
９
６
６
年
、

１
９
９
５
年
に
、基
本
的
な
原
則
は
不
変
な

が
ら
、そ
の
時
々
の
世
界
に
お
け
る
協
同
組

合
運
動
の
実
態
を
検
討
し
て
改
定
さ
れ
て

い
る
。
１
９
９
５
年
の
改
定
で
は
、日
本
の

協
同
組
合
に
お
け
る
地
域
社
会
と
の
関
係

性
が
注
目
さ
れ
、そ
の
考
え
方
が
原
則
に

入
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、協
同
組
合
の

理
論
や
存
立
意
義
は
理
念
で
は
な
く
実
践

に
あ
る
事
が
わ
か
る
。
何
を
や
って
も
よ
い

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、そ
の
時
々
の
組

合
員
の
要
望
や
課
題
に
向
き
合
って
、現
実

的
な
対
応
の
積
み
重
ね
で
協
同
組
合
は
成

り
立
って
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

北
大
生
協
に
お
け
る
経
営
問
題
は
、コロ

ナ
禍
以
前
か
ら
認
識
さ
れ
て
い
た
と
み
ら

れ
、事
業
計
画
に
反
映
さ
せ
る
矢
先
に
コ
ロ

ナ
禍
に
突
入
し
て
し
ま
っ
た
と
理
解
し
て
い

る
。
ま
た
、こ
の
25
年
間
に
お
け
る
北
大

生
協
を
取
り
巻
く
組
織
・
事
業
・
経
営

環
境
の
変
化
は
、大
学
の
独
法
化
、近
隣
に

お
け
る
小
売
業
店
の
展
開
、学
生
気
質
の

変
化
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
し
か

し
、組
合
員
の
要
望
や
課
題
に
対
応
し
た

現
実
的
な
取
り
組
み
以
外
に
大
学
生
協

の
存
立
意
義
は
な
い
。
組
合
員
で
あ
る
学

生
・
院
生
・
教
職
員
の
参
画
を
大
切
に
し

て
、自
分
た
ち
の
組
織
、店
舗
、食
堂
と
実

感
で
き
る
実
践
が
求
め
ら
れ
る
。
前
任
の

大
学
生
協
で
は
、新
店
舗
の
コ
ン
セ
プ
ト
や

内
装
、食
堂
の
メ
ニュ
ー
考
案
に
学
生
が
参

画
し
、ユニ
ー
ク
な
事
業
を
実
現
し
て
い
た
。

こ
れ
か
ら
の
北
大
生
協
づ
く
り
の
実
践
は
、

組
合
員
全
員
の
課
題
で
あ
り
、協
同
組
合

学
の
理
論
構
築
で
も
あ
る
。

Opinion!

北海道大学大学院農学研究院
基盤研究部門　農業経済学分野
協同組合学研究室

板橋　　衛

実践の積み重ねとしての実践の積み重ねとしての
協同組合学協同組合学
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【北大生協　総代会　ホームページ】
https://www.hokudai.seikyou.ne.jp/univcoop/board/soudaikai.html

【教職員選挙区】

　２月の総代会議で総代選挙を提起しました。本年度の総代の皆さんにはぜひ継続をお願いいたします。退職や異動で
欠員が出る可能性があるブロックでは、後任総代の立候補・推薦などをお願いしていきます。

【学部生選挙区】【大学院生選挙区】

　本年度総代の皆様に『継続願いのメール』を発信します。
また、学部新一年生については接点を設ける取組を行いな
がら52名の選出を予定しています。

　新大学院生についても歓迎企画等の接点づくりを行い不
足のある学年については、立候補･推薦などをお願いしてい
きます。

　2023年度の総代選挙は３月～ 4月末くらいまでに行って
いきますので、組合員の皆様のご協力をお願いいたします。

【総代】とは・・・【総代】とは・・・
組合員の代表で、生協運営の最高議決機関である『総代会』（株主総会の協同組合版：５月開催）に出席し、１年間
の総括と決算を承認したり、これからの運営方針と予算を決定する議決を行います。教職員はその後の状況確認や組
合員からの意見・要望を政策に反映させるために年10回開催の『総代会議』に参加（主にオンライン）し意見交換
を行い、運営に参加しています。

2023年度の総代を決める時期となりました。
選挙区は右表の通り合計で260名（昨年同数）を
目標に各選挙区ごとに選挙を行っていきます。

総代選挙区 定数
学部生 150

大学院生 40
教職員 60

生協職員、その他 10
合　計 260

Zoomによる『教職員の総代会議』の様子Zoomによる『教職員の総代会議』の様子

2023年度『総代選挙』実施中です！

2023年度通常総代会について
2023年５月25日（木）工学部オープンホールにて開催（予定）

　「総代会」は年に一度開催される北大生協の最高議決機関です。ここでは組合員の代表である「総代」が議
案について議決をし、今後一年間の生協運営についての方向性を決定します。
　今後、４月から５月にかけて教職員総代会議や学生総代説明会などにおいて、議案の説明を行っていきます。
　また生協の「理事会」を構成する役員を選出するのも総代会で行われます。理事会は、年数回行われる総
代会議、総代ミーティングや組合員の声カードから組合員の要望をとらえ、総代会で議決した方向性にそっ
て生協を運営していきます。総代会で議決するのも役員を決めるのも組合員のみなさまのご協力が必要です。
４月25日までに「総代」の選出（立候補・推薦）にご協力をお願いいたします。
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札幌キャンパスとアイヌ語
アイヌ・先住民研究センター准教授  北原モコットゥナㇱ

文様デザイン sayo

正
門
を
入
っ
て
す
ぐ
の
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
「
エ
ル
ム
の

森
」
で
は
、
明
る
い
店
内
や
テ
ラ
ス

で
お
茶
を
楽
し
め
ま
す
。
そ
こ
に
置

か
れ
て
い
る
キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ッ
プ
を

手
に
取
る
と
「
エ
ル
ム
の
森
」
の
下

に
「
ソ
ン
コ 

ウ
シ
」
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
ア
イ
ヌ
語
訳
し

た
も
の
で
す
。
２
０
２
１
年
度
か
ら
、

文
学
研
究
院
の
佐
藤
知
己
教
授
を
中

心
に
、
マ
ッ
プ
に
記
載
さ
れ
て
い
る

施
設
名
を
ア
イ
ヌ
語
化
し
て
表
示
し

て
い
ま
す
。「
正
門
」
は
「
ノ
ㇱ
キ 

ウ
ン 

ア
パ
」、
旅
行
者
に
も
人
気
の

「
ポ
プ
ラ
並
木
」
は
「
ク
ル
ン
ニ 

ウ

ペ
カ 

イ
キ
ㇼ
」。
一
目
見
て
わ
か
る

よ
う
に
、
ア
イ
ヌ
語
は
日
本
語
と
は

ま
っ
た
く
異
な
る
言
語
で
す
。
小
さ

な
カ
タ
カ
ナ
は
、
日
本
語
に
な
い
音

を
表
示
す
る
た
め
の
工
夫
で
す
。

と
こ
ろ
で
「
サ

ク
シ
ュ
コ
ト
ニ

川
」
の
ア
イ
ヌ

語
表
記
を
見
る

と
「
サ 

ク
ㇱ 

コ

ト
ニ
」
と
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
同
じ
で

す
。
じ
つ
は
、
こ

の
川
の
名
は
学
内

に
残
っ
た
唯
一
の

ア
イ
ヌ
語
地
名
で

す
。
札
幌
と
い
う

町
の
名
を
初
め
、

市
内
い
た
る
と
こ
ろ
に
ア
イ
ヌ
語
由

来
の
地
名
が
あ
り
ま
す
が
、
学
内
に

も
あ
る
の
で
す
。
ま
た
、
こ
の
川
が

付
属
図
書
館
本
館
の
裏
に
回
り
こ
ん

だ
地
点
で
は
、
サ
ケ
を
捕
獲
す
る
た

め
の
ウ
ラ
イ
と
い
う
設
備
の
一
部
が

出
土
し
て
い
ま
す
。
札
幌
キ
ャ
ン
パ

ス
は
ほ
ぼ
全
体
が
遺
跡
に
登
録
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
約
５
０
０
０

年
前
以
降
の
遺
物
が
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
農
学
部
奥
の
石
山
通

を
越
え
た
西
側
農
場
付
近
に
は
、
明

治
時
代
初
期
ま
で
コ
タ
ン
（
集
落
）

が
あ
り
ま
し
た
。
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス

の
敷
地
は
、
近
代
ま
で
ア
イ
ヌ
民
族

の
生
活
が
連
綿
と
続
い
て
き
た
場
所

だ
と
い
え
ま
す
。
そ
の
後
も
、
本
学

に
は
教
職
員
や
学
生
と
し
て
ア
イ
ヌ

民
族
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
人
々
が
所
属

し
て
き
ま
し
た
。
私
自
身
は
、
ご
く

新
し
い
時
期
の
ア
イ
ヌ
文
化
、
特
に

信
仰
や
言
語
を
学
び
、
大
学
院
時
代

に
は
植
物
園
や
図
書
館
の
北
方
資
料

室
に
足
を
運
び
ま
し
た
。
ど
ち
ら
に

も
、
先
祖
の
文
化
と
歴
史
を
知
る
た

め
の
大
変
貴
重
な
資
料
が
保
管
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
学
外
の
学

生
で
し
た
が
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
本
学

の
中
を
う
ろ
つ
い
て
い
ま
し
た
。

近
年
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
先
住

民
族
で
あ
る
ア
イ
ヌ
民
族
が
、
学
内

で
安
全
に
過
ご
す
た
め
の
環
境
整
備

も
研
究
テ
ー
マ
に
加
わ
り
ま
し
た
。

一
般
に
ア
イ
ヌ
研
究
と
い
え
ば
歴
史
・

文
化
が
主
で
、
同
時
代
の
存
在
と
い

う
感
覚
は
薄
く
、
ま
た
北
海
道
特
有

の
領
域
だ
と
見
な
さ
れ
が
ち
で
す
。

20
世
紀
後
半
か
ら
国
際
的
に
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
「
先
住
民
族
」
は
、

他
の
民
族
の
国
家
に
統
合
さ
れ
な
が

ら
法
的
・
政
治
的
に
疎
外
さ
れ
て
い

る
人
々
を
表
す
概
念
で
す
が
、
国
内

で
は
考
古
学
な
ど
で
「
最
初
期
の
住

民
」
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
き
た

経
緯
も
あ
り
、
い
ま
だ
に
誤
解
さ
れ

る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
先

住
民
族
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
ア
イ

ヌ
民
族
は
他
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
は

完
全
に
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

存
在
が
不
可
視
化
さ
れ
て
い
る
点
な

ど
、
そ
の
経
験
は
様
々
な
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
そ

れ
ら
の
研
究
と
ア
イ
ヌ
研
究
を
接
合

し
て
、
Ｄ
Ｅ
Ｉ
推
進
の
中
に
位
置
づ

け
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
キ
ャ

ン
パ
ス
マ
ッ
プ
の
ア
イ
ヌ
語
化
は
、

道
外
か
ら
来
て
本
学
の
門
を
く
ぐ
る

人
々
へ
の
情
報
発
信
と
と
も
に
、
ア

イ
ヌ
民
族
の
存
在
を
可
視
化
し
、
自

ら
の
言
語
・
文
化
を
維
持
し
な
が
ら
、

大
学
で
の
研
究
・
教
育
活
動
に
参
画

し
て
い
く
た
め
の
環
境
整
備
で
も
あ

る
の
で
す
。
今
後
は
、
先
住
民
族
が

く
ら
す
他
の
国
の
取
り
組
み
を
参
照

す
る
な
ど
、
一
層
の
多
角
的
な
研
究

と
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

サクㇱコトニ川　『もう一つのキャンパスマップ』（寿郎社）より

コトニコタンの所在地（推定）『もう一つのキャンパスマップ』（寿郎社）より

一部施設の標識もアイヌ語化されている
『もう一つのキャンパスマップ』（寿郎社）より
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■ 学内の研究室での消耗品・備品の手配は「生協外売店」におまかせください。
購買外売店：学内内線 2980　gaibai-s@coop.hokudai.ac.jp
書籍外売店：学内内線 3260　book@coop.hokudai.ac.jp
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購買外売店では、パソコンなどの情報
機器、文房具、デスク、パーテーショ
ンなど研究・業務に必要な商品のほぼ
すべてをカバーしています。学部ごと
に担当セールスを配置していますの
で、ぜひお気軽にお声がけください。

書籍外売店では、専門書、洋書、雑誌
など研究・業務に必要な書籍の手配を
行っています。担当セールスが研究室
にお伺いし、企画や新刊情報をはじ
め、書籍に関するお問合せ、ご相談も
承ります。

2023年 4月 1日 よりよい生活と平和のために 第 403号　（ 4 ）



いじわるじいさん
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CAMPUS
MAP
北大キャンパスマップ札幌

北大生協  店舗利用のご案内

① 生協会館　購買
書籍
キャリアサポート店

② クラーク食堂
ルームガイド店
印刷情報サービス店
共済組合員センター

③ 農学部購買・食堂

④ 理学部ミニショップ

⑤ 文系ミニショップ

⑥ 中央食堂

⑦ 保健学科購買店

⑧ 薬学部購買店

⑨ 歯学部購買店

⑩ 工学部購買・食堂

⑪ 医学部購買・食堂

⑫ 北部食堂・購買・書籍
トラベル・共済

⑬ ポプラ購買・食堂

⑭ 獣医・自販機店

※函館キャンパスの厚生会館に、購買と食堂があります。

山
形
県
長
井
市
が
、
全
住

民
参
加
で
生
ご
み
の
堆
肥

化
を
始
め
た
の
は
１
９
９
７

年
の
こ
と
（
レ
イ
ン
ボ
ー
プ

ラ
ン
）。
水
切
り
バ
ケ
ツ
に

入
れ
た
生
ご
み
を
収
集
所

に
持
ち
込
み
、
コ
ン
ポ
ス
ト

セ
ン
タ
ー
で
堆
肥
化
。
農
家

は
そ
れ
を
畑
で
使
い
、
育
て

た
野
菜
は
地
元
で
販
売
さ

れ
る
▼
本
学
農
学
部
の
生

協
食
堂
傍
で
、
お
が
屑
入

り
生
ご
み
分
解
装
置
を
見
た
の
も
97

年
頃
だ
。
食
堂
の
調
理
屑
・
残
飯
を

投
入
、
そ
の
含
水
量
等
が
堆
肥
化
に

ど
ん
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
、
実
験
し

て
い
た
よ
う
だ
▼
生
ご
み
処
理
の
焼
却

か
ら
堆
肥
化
へ
の
転
換
は
、
大
気
汚

染
減
少
に
役
立
つ
。
堆
肥
は
で
き
た
。

次
は
実
際
の
利
用
に
向
け
て
何
が
必

要
か
。
続
く
実
験
は
そ
の
方
法
の
模

索
だ
っ
た
。
報
告
を
読
ん
で
い
る
と
、

研
究
者
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
▼
堆

肥
化
容
器
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
使
う
方
法

は
、
い
つ
誰
が
考
案
し
た
の
か
。
札
幌

市
は
、
01
年
に
は
「
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
生

ご
み
堆
肥
化
」
キ
ッ
ト
の
提
供
を
始

め
、
12
年
か
ら
は
ゴ
ミ
減
量
の
啓
発

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
コ
ロ
ナ
で

休
止
し
て
い
た
生
ご
み
堆
肥
と
野
菜
の

交
換
企
画
も
、
昨
年
再
開
し
た
▼
長

井
市
の
よ
う
に
は
い
か
な
い
が
、
札
幌

も
ゴ
ミ
減
量
の
努
力
を
続
け
て
い
る
。

だ
が
、
清
掃
工
場
で
焼
却
さ
れ
る
家

庭
生
ご
み
は
10
年
前
か
ら
減
っ
て
い
な

い
と
い
う
。
キ
ッ
ト
の
提
供
は
、
大

気
汚
染
減
少
へ
の
全
市
挙
げ
て
の
取

り
組
み
の
助
走
だ
と
思
っ
た
が
、
こ
の

助
走
、
長
す
ぎ
る
。�

（
今
日
子
）

（ 5 ）　第 403号 よりよい生活と平和のために 2023年 4月 1日
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話
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北海道協同保険サービス 生協会館店1階　　　（平日）11：00～17：00 （閉店～土・日･祝･年末年始）
TEL 011-726-0441　　FAX 011-746-9065　　Eメール hoken.cls@hokkaido.seikyou.ne.jp 

                                 

心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授 

渡邊　誠

                                  

心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授               

Vol.
34

去
年
の
夏
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
で
の
こ
と
で

す
。
お
な
か
へ
っ
た
、
と
家
族
と
食
べ
る
も
の
を
探

し
て
い
た
ら
、
丸
い
輪
の
よ
う
な
絵
を
描
い
た
の
ぼ
り

が
立
っ
て
い
て
、
う・

・

・

わ
き
ま
ん
、
と
書
い
て
あ
り
ま

す
。
あ
あ
、
中
華
ま
ん
じ
ゅ
う
か
…
そ
れ
に
し
て
も
、

う・

・

・

わ
き
！
夢
の
国
に
も
浮
気
は
あ
る
ん
だ
、
お
姫
さ
ま

も
浮
気
す
る
ん
だ
…
と
思
っ
て
よ
く
見
る
と
そ
れ
は
、

う・

・

・

き
わ
ま
ん
、
な
の
で
し
た
。
丸
い
輪
は
浮
き
輪
だ
っ

た
の
か
…
（
う
き
わ
ま
ん
、
お
い
し
か
っ
た
！
）
…
家

族
か
ら
は
、
ア
タ
マ
お
か
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
お

姫
様
は
浮
気
は
し
ま
せ
ん
！
そ
ん
な
こ
と
考
え
る
の
は

五
十
万
人
に
三
人
ぐ
ら
い
だ
よ
！
と
あ
き
れ
ら
れ
ま
し

た
が
。
ま
あ
、
こ
う
い
う
妙
な
勘
違
い
は
、
私
は
よ
く

す
る
の
で
、
こ
の
時
も
と
く
に
気
に
と
め
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
後
か
ら
思
う
と
、
こ
れ
は
一
つ
の
前
兆

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
あ
と
仕
事
の
中
で
、
そ
れ
ま
で
に
な
い
よ
う

な
こ
と
が
続
き
ま
し
た
。
学
生
さ
ん

と
の
約
束
を
忘
れ
る
、
日
程
調
整
の

時
に
考
慮
に
入
れ
忘
れ
て
授
業
を
休

講
に
し
て
し
ま
う
、
出
す
と
言
っ
て

い
た
レ
ポ
ー
ト
課
題
を
出
し
忘
れ
る
、

大
事
な
会
議
の
日
程
を
勘
違
い
す
る

…
注
意
が
上
手
く
働
か
な
く
な
っ
て

い
た
よ
う
な
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ

の
頃
に
行
わ
れ
た
職
場
の
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
で
、「
高
ス
ト
レ
ス
者
」
と

認
定
さ
れ
た
の
で
し
た
。
精
神
科
受

診
を
勧
め
る
と
、
結
果
の
通
知
に
は
あ
り
ま
す
。
春

ご
ろ
か
ら
よ
く
眠
れ
な
く
な
っ
て
い
て
、
精
神
的
な
調

子
を
崩
し
か
け
て
い
る
と
い
っ
た
自
覚
は
あ
っ
た
の

で
す
。
…
ど
う
し
よ
う
、
と
あ
れ
こ
れ
考
え
た
の
で
す

が
、
行
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
以
外
は
考
え
ら
れ
な

い
と
思
い
、
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
心
配
し
て
熱
心

に
勧
め
て
く
れ
る
学
生
さ
ん
も
い
ま
し
た
し
。

学
外
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
診
し
た
の
は
、
年
が

明
け
て
か
ら
の
こ
と
で
す
。
仕
事
を
通
じ
て
す
で
に

知
っ
て
い
た
精
神
科
医
の
先
生
は
、
思
っ
て
い
た
通

り
、
と
て
も
て
い
ね
い
に
診
察
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
結
果
は
、
軽
症
の
う
つ
。
仕
事
の
量
が
多
く
な

り
過
ぎ
た
こ
と
が
お
お
も
と
に
あ
る
の
に
加
え
て
、

あ
ま
り
評
価
さ
れ
な
い
仕
事
が
非
常
に
多
く
な
っ
た

こ
と
で
、
や
り
が
い
が
非
常
に
低
下
し
て
い
ま
す
ね
、

と
の
説
明
で
し
た
。
な
る
ほ
ど
、
と
思
っ
た
こ
と
で

し
た
。
そ
の
後
、
学
内
の
先
生
に
も
診
て
い
た
だ
く

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

働
い
て
い
れ
ば
、
い
く
つ
も
の
仕
事
が
重
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
は
、
あ
る
程
度
避
け
よ
う
が
な
い
で
し
ょ
う
。

私
の
場
合
は
、
外
部
機
関
と
の
調
整
を
か
な
り
綿
密
に

行
う
必
要
の
あ
る
仕
事
と
、
労
力
を
注
ぎ
込
ま
な
く
て

は
な
ら
な
い
、
学
生
の
博
士
学
位
取
得
の
た
め
の
論
文

指
導
が
重
な
り
、
し
か
も
二
年
間
連
続
し
た
の
は
、
め

ぐ
り
合
わ
せ
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。
し
か
も
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
も
あ
っ
て
、
不
測
の
事
態
が
常
態
化
し
て
い

ま
し
た
。
い
つ
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
何

と
か
対
処
で
き
る
余

裕
を
確
保
し
て
お
こ

う
と
、
休
日
も
昼
夜

も
関
係
な
く
、
で
き

る
仕
事
は
そ
の
時
に

し
て
お
く
と
い
う
や

り
方
を
、
自
分
と
し

て
は
取
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況

が
生
じ
て
し
ま
う
基

本
に
は
、
現
実
的
に
は
な
か
な
か
変

え
る
こ
と
が
難
し
い
制
度
的
問
題
が

あ
る
に
し
て
も
、
と
も
か
く
対
処
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
問
題
が
次
々
に
迫
っ
て
く
る
わ
け
で
、
そ

れ
を
何
と
か
処
理
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
業
務
内
容
が
多
様
化
す
る
中
、
仕
事
の
種
類
に

よ
っ
て
評
価
の
軽
重
が
あ
る
と
い
う
こ
と
自
体
は
、
あ

る
程
度
や
む
を
得
な
い
も
の
と
も
思
い
ま
す
。

で
も
今
回
、
精
神
科
を
受
診
す
る
経
験
の
中
で
考

え
た
こ
と
、
得
た
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。
心

理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
精
神
科
受
診
体
験
記
な
ど
と
い
う

も
の
も
あ
ま
り
聞
き
ま
せ
ん
し
、
こ
れ
は
ぜ
ひ
皆
様
に

報
告
し
て
、
い
つ
も
の
よ
う
に
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い

て
考
え
た
い
と
思
っ
た
次
第
で
す
。
心
理
専
門
職
に
は

厳
格
な
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
が
、
自
分
自
身
の
こ
と

な
ら
、
ま
あ
、
話
せ
ま
す
し
ね
。（
つ
づ
く
）

心理カウンセラーが精神科を心理カウンセラーが精神科を
受診しましたの記受診しましたの記

－ その１ －－ その１ －

○

車
を
運
転
中
、
事
故
や
故
障
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
い
、

「
あ
～
ぁ
、
困
っ
た
。
ど
う
し
よ
う
！
」な
ん
て
事
態
に
な
っ
た

時
に
頼
り
に
な
る
の
が
自
動
車
保
険
に
自
動
付
帯
さ
れ
て
い
る

「
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
」で
す
。
よ
く
確
か
め
た
こ
と
が
な
い
人
が
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
」の
主
な
サ
ー
ビ
ス
は
、
①
応
急
処
理
…

パ
ン
ク
、
ガ
ス
欠
、
脱
輪
、
キ
ー
と
じ
込
み
な
ど
、
②
レ
ッ
カ
ー

牽
引
・
搬
送
費
用
…
事
故
や
故
障
時
に
自
走
不
能
に
な
っ
た
車
を

現
場
か
ら
修
理
工
場
ま
で
移
動
、
③
修
理
後
の
搬
送
費
用
、
修

理
後
の
引
き
取
り
費
用
、
④
宿
泊
費
、
帰
宅
・
移
動
費
用
で
す
。

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
、
レ
ッ
カ
ー
の
牽
引
距
離（
多
く

は
15
万
円
＝
１
８
０
㎞
相
当
）、
宿
泊
費
用（
１
万
円
か
ら
全
額
）、

ガ
ス
欠（
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
の
他
、
最
近
普
及
し
て
い
る
電
気
自
動

車
の
充
電
切
れ
、
料
金
）、
雪
に
は
ま
る
ス
タ
ッ
ク
は
対
象
に
な
る

の
か
ど
う
か
な
ど
、
保
険
会
社
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
ま
す
。

事
故
や
故
障
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
時
、
そ
の
場
の
対

応
に
つ
い
て
慣
れ
て
い
る
人
は
少
な
い
は
ず
。
あ
わ
て
な
い
で
、

「
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
」を
利
用
す
る
時
、
事
故
受
付
・
ロ
ー
ド
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。
保
険
会
社
へ
の
連
絡
な
し

に
業
者
を
手
配
す
る
と
サ
ー
ビ
ス
対
象
外
と
な
っ
て
し
ま
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。
故
障
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
は
車
の
走
行
中
や
外
出

先
で
起
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
保
険
会
社
の

ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
連
絡
先
を
控
え
て
お
き
、
素
早
く

「
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
」を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
準
備
し
て
お
く
と

安
心
で
す
。
自
動
車
保
険
の「
ロ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
」の
利
用
に
よ
る
自
動
車
保

険
の
等
級
へ
の
影
響
は
な
く
、
保
険
料

が
上
が
る
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

※「
格
安
料
金
で
ど
こ
で
も
対
応
」を
う

た
っ
て
い
る
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
者
の

中
に
は
、
高
額
な
請
求
を
し
て
く
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

こころの
健康を考える 79
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連
の
指
摘
、
た
だ
の
別
れ
の
言
葉
と
見

る
も
の
、
珍
説
・
迷
論
も
あ
り
ま
す
。

市
井
の
親
爺
さ
ん
の
解
釈

札
幌
農
学
校
第
十
三
期
生
松
村
松

年
が
面
白
い
回
想
を
残
し
て
い
ま
す
。

学
生
時
代
の
松
村
が
悪
友
た
ち
と
悪

戯
を
し
、
迷
惑
を
掛
け
た
市
井
の
親

爺
さ
ん
の
家
へ
、
菓
子
折
を
持
っ
て
謝

罪
に
訪
れ
ま
す
。
親
爺
さ
ん
は
松
村

た
ち
に
向
か
っ
て
、「
お
前
さ
ん
等
の

農
学
校
は
、
昔
の
こ
と
で
、
お
前
た
ち

ア
知
ら
な
い
だ
ら
う
が
、
偉
い
西
洋
の

先
生
が
ゐ
て
な
…
…
な

ん
と
言
っ
た
っ
け
か
な

あ
、
そ
の
ボ
ー
イ
…
…

は
っ
き
り
と
思
ひ
出
せ

ね
え
が
ヨ
、
…
…
つ
ま

り
小
さ
い
こ
と
に
ク
ヨ

ク
ヨ
す
ん
な
、
も
っ
と

で
っ
け
え
事
に
眼
を
向

け
ろ
、
と
い
っ
た
意
味

"Boys, be am
bitious" 

の
初
出

ご
覧
い
た
だ
い
た
資
料
に
は
、ク
ラ
ー

ク
の
言
葉 "Boys, be am

bitious"

に
関
す
る
資
料
も
含
み
ま
す
。例
え
ば
、

別
れ
の
当
日
、
農
学
校
生
が
ク
ラ
ー
ク

を
島
松
ま
で
見
送
っ
た
こ
と
を
記
録
し

た
学
校
日
誌
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
言

葉
を
ク
ラ
ー
ク
が
言
っ
た
と
記
し
た
札

幌
農
学
校
の
正
式
な
記
録
は
あ
り
ま
せ

ん
。
実
際
に
ク
ラ
ー
ク
を
見
送
っ
た
札

幌
農
学
校
第
一
期
生
が
語
り
継
ぎ
、
現

在
に
伝
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
言
葉
の
初
出
は
、一八
九
四
～

九
五
年
に
、
札
幌
農
学
校
の
校
友
会
誌

『
蕙
林
』が
五
回
に
わ
た
っ
て
連
載
し

た
、「
ウ
イ
リ
ヤ
ム
、
ク
ラ
ー
ク
」と
題

し
た
伝
記
で
す
。
著
者
は
、
札
幌
農

学
校
予
科
生
安
東
幾
三
郎（
義
喬
）で

ク
ラ
ー
ク
の
孫
の
孫

一
月
九
日
、
札
幌
農
学
校
開
校
時
の

教
頭
、Ｗ
・
Ｓ
・
ク
ラ
ー
ク
の
ご
子
孫
、

ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
・
Ｈ
・
シ
ー
ウ
ェ
ル

さ
ん
、
ご
夫
人
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
Ａ
・
グ

ロ
ス
マ
ン
さ
ん
、
ご
子
息
ベ
ン
ジ
ャ
ミ

ン
さ
ん
、
ご
息
女
エ
ラ
ナ
さ
ん
が
来
学

さ
れ
ま
し
た
。
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
さ

ん
は
、
Ｗ
・
Ｓ
・
ク
ラ
ー
ク
の
玄
孫（
孫

の
孫
）に
当
た
り
、
ま
た
、
戦
前
に
北

大
予
科
の
英
語
教
師
を
務
め
、
戦
後
の

ク
ラ
ー
ク
会
館
開
館
の
際
に
来
日
し
た

ク
ラ
ー
ク
Ⅱ
世
の
孫
で
も
あ
り
ま
す
。

ご
一
家
は
総
長
と
面
会
さ
れ
た
後
、
大

学
文
書
館
、
総
合
博
物
館
、
第
二
農
場

を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
文
書
館
で

は
、
ク
ラ
ー
ク
に
関
す
る
資
料
を
ご
覧

い
た
だ
き
ま
し
た
。

第14回第14回
「クラークの子孫がやってきた」「クラークの子孫がやってきた」
北海道大学大学文書館　北海道大学大学文書館　井上　高聡井上　高聡

大学文書館大学文書館へへ
行行こうこう

の
こ
と
を
言
っ
た
ッ
て
ぢ
ぁ
ね
え
か
、

そ
れ
を
お
前
た
ち
ァ
忘
れ
た
わ
け
ぢ
ぁ

あ
る
ま
い
。」と
発
破
を
掛
け
た
そ
う

で
す
。
親
爺
さ
ん
の
解
釈
は
、
実
に

直
截
で
、
ク
ラ
ー
ク
の
真
意
を
鷲
掴

み
に
し
た
よ
う
な
迫
力
が
あ
り
ま
す
。

松
村
は
、「"boys, be am

bitious" 

は
、
在
学
八
ヶ
年
、
知
ら
ぬ
ど
こ
ろ
か

何
度
聞
か
さ
れ
た
か
知
れ
な
い
」「
し
か

し
こ
の
時
聞
い
た
ほ
ど
、
嬉
し
く
、
感

激
的
に
思
へ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
」と
記

し
て
い
ま
す（
松
村
松
年「「
大
志
を
抱

け
」物
語
」、『
文
藝
春
秋
』一九
五
六
年

二
月
）。

松
村
が
札
幌
農
学
校
に
在
学
し
た

の
は一八
八
八
～
九
五
年
で
す
。
回
想

の
内
容
は
、
安
東
幾
三
郎
が
ク
ラ
ー

ク
伝
記
を
掲
載
し
た
時
期
か
、
そ
れ

以
前
に
当
た
り
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
に

は
、
ク
ラ
ー
ク
の
言
葉
は
農
学
校
で
既

に
定
着
し
、
札
幌
の
市
井
の
親
爺
さ

ん
ま
で
も
知
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と

を
示
す
興
味
深
い
資
料
で
す
。

資料を観覧するクラークのご子孫資料を観覧するクラークのご子孫
（左の４人、2023年１月９日）（左の４人、2023年１月９日）

す
。
安
東
は
、
当
時

札
幌
に
い
た
第
一
期

生
か
ら
の
聞
き
書
き

を
基
に
執
筆
し
て
い

ま
す
。「
学
生
一
同
鞍

馬
十
数
匹
を
連
ね
彼

を
送
り
て
島
松
に
至

り
、
此
所
に
て
昼
飯

を
喫
し
た
り
。
一
同

別
を
惜
み
て
泣
き
ぬ
。

暫
く
に
し
て
彼
悠
々

と
し
て
再
び
馬
に
跨
り
、
学
生
を
顧

み
て
叫
ん
で
曰
く『
小
供
等
よ
、
此
老

人
の
如
く
大
望
に
あ
れ
』（Boys, be 

am
bitious like this old m

an.

）

と
、
一
鞭
を
加
へ
塵
埃
を
蹴
て
去
り

ぬ
。」（『
蕙
林
』第
十
三
号
、一
八
九
四

年
十
一
月
）

こ
の
後
、
札
幌
農
学
校
や
北
大
の

刊
行
物
に
、 "Boys, be am

bitious" 

は
頻
繁
に
登
場
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

一
九
三
二
年
に
第
一
期
生
大
島
正
建
が

『
ク
ラ
ー
ク
と
そ
の
弟
子
達
』を
刊
行

し
、
翌一九
三
三
年
に
は
尋
常
小
学
校

六
年
生
用
の
国
定
教
科
書『
小
学
国
語

読
本
』巻
十一が
ク
ラ
ー
ク
と「
少
年
よ
、

大
志
を
抱
け
」を
取
り
上
げ
て
、
全
国

区
の
名
言
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

簡
潔
な
こ
の
言
葉
に
は
、
様
々
な

人
々
が
自
身
の
思
い
入
れ
や
理
想
、
思

惑
を
読
み
込
ん
で
き
ま
し
た
。
キ
リ
ス

ト
教
信
仰
に
寄
せ
た
解
釈
、
日
本
国
憲

法
へ
と
連
な
る
リ
ベ
ラ
ル
思
想
と
の
関

安東義喬（1899年、大学文書館蔵）安東義喬（1899年、大学文書館蔵）

安東幾三郎「ウイリヤム、クラーク」安東幾三郎「ウイリヤム、クラーク」
（『蕙林』第13号）（『蕙林』第13号）
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北大生協には「学生・院生・留学生・教職員」の４つの組織委員会があります。

北大生協組織委員会報告

学

生

委

員

会

院

生

委

員

会

教
職
員
委
員
会

■
受
験
生
歓
迎
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
！

２
月
25
・
26
日
の
一
般
前
期
入
試
に
向

け
て
、
受
験
生
歓
迎
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

①��

北
大
生
と
話
そ
う

入
試
を
直
前
に
控
え
た
受
験
生
の
不
安

に
寄
り
添
う
た
め
に
、「
北
大
生
と
話
そ

う
」
と
い
う
企
画
を
各
ホ
テ
ル
に
て
実
施

い
た
し
ま
し
た
。
２
月
23
日
と
２
月
24
日

の
２
日
間
、
対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ち
ょ

う
ど
１
０
０
名
の
受
験
生
・
保
護
者
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

実
施
ホ
テ
ル
：
ホ
テ
ル
マ
イ
ス
テ
イ
ズ

札
幌
ア
ス
ペ
ン
・
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
・

ホ
テ
ル
グ
レ
イ
ス
リ
ー
札
幌
・
ホ
テ
ル
東

横
イ
ン
札
幌
駅
北
口
・
ホ
テ
ル
東
横
イ
ン

西
口
北
大
前

②��
受
験
生
応
援
冊
子
「
い
な
蔵
」

受
験
生
応
援
冊
子
「
い
な
蔵
」
を
作
成

し
ま
し
た
。
合
格
体
験
記
や
前
日
の
過
ご

し
方
を
紹
介
し
た
記
事
を
掲
載
し
、
北
大

周
辺
の
ホ
テ
ル
等
で
配
布
し
ま
し
た
。

③��

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
へ
の
動
画
投
稿

受
験
生
に
向
け
た
動
画
を
３
本
、
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
ま
し
た
。

「
い
な
蔵
表
紙
タ
イ
ム
ラ
プ
ス
」「
キ
タ

ト
ー
ー
ク
」「
北
大
入
試
会
場
紹
介
」
の

３
本
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
２
０
２
３
年
度
の
委
員
会
活
動
方
針

２
０
２
３
年
度
の
院
生
委
員
会
で
は

【「
あ
い
」
か
ら
つ
く
る　

と
も
に
か
が
や
く
】

と
い
う
目
標
を
立
て
、
こ
の
激
動
の
時
代

の
な
か
多
く
の
組
合
員
が
自
身
の
生
活
を

見
つ
め
直
し
、
学
部
や
階
層
な
ど
の
垣
根

を
越
え
て
心
と
力
を
合
わ
せ
、
よ
り
よ
い

生
活
を
実
現
で
き
る
よ
う
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

今
年
度
も
院
生
委
員
会
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
！

■
総
代
会
へ
向
け
て

５
月
末
に
開
催
さ
れ
る
総
代
会
に
向

け
て
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
学
生

委
員
会
と
連
携
し
、
学
部
生
と
大
学
院
生

へ
同
時
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
総
代
の
募
集

や
そ
の
後
の
企
画
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
教
職
員
総
代
や
生
協
職
員

と
も
積
極
的
に
交
流
し
、
よ
り
多
く
の
方

に
生
協
の
運
営
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ

う
工
夫
し
て
い
き
ま
す
。

■
院
生
委
員
会
公
式
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ

＠H
okudainsei_coo

院
生
生
活
や
生
協
に
関
す
る
情
報
を

定
期
的
に
発
信
し
て
い
ま
す
！
ぜ
ひ
フ
ォ

ロ
ー
を
お
願
い
し
ま
す
！

■
院
生
委
員
会
連
絡
先

hokudai_insei@
coop.hokudai.ac.jp

院
生
委
員
会
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
が

あ
れ
ば
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
！

■
教
職
員
総
代
会
議
：
２
月
13
日
14
日

と
３
月
15
日
16
日
の
昼
休
み
に
ｗ
ｅ
ｂ

会
議
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。
ア
プ
リ

登
録
状
況
や
店
舗
で
の
状
況
、
新
シ
ス

テ
ム
へ
の
要
望
や
営
業
時
間
な
ど
に
つ

い
て
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

■
教
職
員
委
員
会
：
毎
月
の
定
例
会
議

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
き
ぼ
う
の
虹
の

特
集
や
、
総
代
会
議
で
出
た
意
見
に
つ

い
て
議
論
し
て
い
ま
す
。

■「
き
ぼ
う
の
虹
」：
教
職
員
委
員
会
で

編
集
し
、
隔
月
に
発
行
し
て
い
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
か
ら
の
寄
稿
を
募
集
中

で
す
。

【 

編
集
後
記 

】

　

卒
業
生
が
巣
立
ち
、
新
入
生
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
毎
年
卒
業
生
を
送
り
出

す
の
は
寂
し
く
も
あ
り
ま
す
が
、
社
会

で
し
っ
か
り
活
躍
し
て
ほ
し
い
、
と
強

く
願
う
時
で
も
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
で

大
変
な
大
学
生
活
を
、
そ
れ
で
も
前
向

き
に
頑
張
っ
て
き
た
皆
さ
ん
へ
エ
ー
ル

を
送
り
た
い
。
そ
し
て
よ
う
こ
そ
新
入

生
。
ま
た
新
し
く
北
大
に
来
ら
れ
た
教

職
員
の
み
な
さ
ま
。
生
協
も
含
め
た
全

て
の
大
学
人
で
一
緒
に
よ
り
良
い
大
学

を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
今
年
度

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

クラーク２月一般書ランキング
書名 著者名 出版社 書名 著者名 出版社

1 ゼロからの『資本論』 斎藤幸平 ＮＨＫ出版 6 哲学のなぐさめ アニシウス・マンリウス・
トルファトゥス・

京都大学
学術出版会

2 大洪水の前に 斎藤幸平 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 7 生物学者のための
科学哲学

コスタス・
カンプラーキス 勁草書房

3 政治と宗教 島薗進 岩波書店 8 現代思想　2023　3
（vol.51－3） 青土社

4 ルポ大学崩壊 田中圭太郎 筑摩書房 9 イエス伝 若松英輔 中央公論新社

5 人権の哲学 木山幸輔 東京大学
出版会 10 地理学者、発見と出会いを求めて世界を行く！ 水野一晴 筑摩書房

１位「ゼロからの資本論」
は2021年 新書大賞第１位
「人新世の資本論」の著者・
斎藤幸平さんの新刊。２位も
同じ著者の既刊「大洪水の前
に」がランクイン。経済・思
想・宗教に関係する書籍が上
位を占めており大学生協らし
さ全開のランキングでしたが、
文芸作品が１冊も無いのは本
屋としてちょっと寂しいです
ね・・・。
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